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【はじめに】都市域での大気汚染物質への曝露による健康影響を評価するには、大気汚染の時空間変動を正

確に推計する必要がある。大気汚染物質の濃度を周辺の土地利用状況などの環境情報を用いて回帰する Land 

Use Regression (LUR) モデルは、その推計誤差の小ささから広く用いられている。回帰に Linear Regression (LR) 

を用いる線形 LURモデルでは、年平均値などの中長期期間の平均濃度を正確に推計することが可能である一

方、日平均値などの短期間の濃度変動を正確に再現することが困難とされている。そこで本研究では、回帰

に機械学習アルゴリズムである Random forests (RF) を用いる非線形 LUR モデルによって、日平均大気汚染

濃度の時空間変動を正確に再現できるかについて検証した。 

 

【方法】日平均 NO2および PM2.5濃度について、回帰に LR または RF を用いた LUR モデルを構築し、それ

ぞれの推計精度を比較した。対象地域は近畿圏とし、空間解像度は 1.25km とした。対象期間は 2014 年の 1

年間とした。目的変数を一般環境大気測定局における日平均濃度測定値とし、説明変数には一般に LURモデ

ルで用いられる土地利用などの環境情報に加え、短期間の濃度変動を表現可能な化学輸送モデルWRF/CMAQ

の出力値を用いた。LURモデルの推計精度については空間および時間方向にそれぞれデータを 6 分割した交

差検証を行い、R2と RMSE によって定量的に評価した。 

 

【結果】構築モデルの検証結果を図 1に示す。新しく RF を用いた非線形 LURモデルは、従来の線形 LUR モ

デルよりも良い精度で日平均 NO2 および PM2.5濃度を推計できた。NO2 については空間および時間方向の両

方の交差検証で精度がある程度上昇し、濃度変動の非線形性の表現が従来よりも可能になったことがわかる。

PM2.5については空間方向の交差検証で精度が大幅に上昇したものの、時間方向での向上幅はわずかであった。

これは近畿圏における PM2.5 濃度は空間変動に比べて時間変動の方が大きいことが原因だと考えられる。つ

まり、分割データによっては高濃度あるいは低濃度となる時間変動条件を学習するためのデータが不足して

いたことが考えられる。 

図 1 LRモデル (ⅰ)-(ⅳ) および RF モデル (ⅴ)-(ⅷ) により得られた (a) NO2、(b) PM2.5濃度推計結果の 

空間 (ⅰ, ⅲ, ⅴ, ⅶ) および時間 (ⅱ, ⅳ, ⅵ, ⅷ) 交差検証結果。 

図中の色は点密度の高低を表し、赤色は密度が高く、青色が低いことを示す。 
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